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研究成果の概要（和文）：発達性協調運動症（Developmental Coordination Disorder : DCD）は、協調運動の
獲得や遂行の著しい困難を主症状とし、適切な早期支援が求められる。本研究は、DCDを持つ幼児の協調運動能
力と運動経験の関連を明らかにすることを目的とした。
神経発達症のない子どもと比較して、DCDを持つこどもは3-4歳の時点での微細運動の経験が少ないことが示唆さ
れた。
また、微細運動における手部の軌跡に関する運動学的指標が、DCDを持つ子どもの運動の問題を反映する可能性
が示唆された。

研究成果の概要（英文）：Developmental Coordination Disorder (DCD) is primarily characterized by 
significant difficulties in acquiring and executing of coordinated motor skills, and it is necessary
 to provide appropriate early support for children with DCD. The aim of the present study was to 
clarify the relationship between physical activity experiences and the motor coordination skill  in 
preschoolers with DCD.
The results suggest that children with DCD have less experience of fine motor activity at 3-4 years 
of age compared to children without neurodevelopmental disorders.
It was also suggested that one of the kinematic indicators of hand movement trajectories in fine 
motor activity may reflect motor problems in children with DCD.

研究分野： 神経発達症

キーワード： 発達性協調運動症　運動経験
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研究成果の学術的意義や社会的意義
本研究ではDCDを持つ子どもにおける運動経験と協調運動能力との有意な関連は認められなかったが、一部の運
動経験の乏しさが存在することが指摘された。今後さらに研究を発展させていくことで、協調運動の問題を持つ
子どもへの適切な介入方策の検討に役立つ情報となることが期待できる。
また、これまでDCDを持つ子どもにおいて検討されていなかった運動学的指標の有用性が示唆されたことは、DCD
の運動の問題のメカニズム解明のための研究において意義を有する。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
 
１．研究開始当初の背景 
発達性協調運動症（Developmental Coordination Disorder : DCD）とは、協調運動の獲得や遂

行の著しい困難を主症状とする神経発達症の一つである（American Psychiatric Association : 
APA, 2013）。DCD は深刻な心理・社会的問題へと発展することから、早期からの適切な介入が
求められる。 
また、わが国では共働き世帯の増加や近年のメディア機器の普及により、幼児期の運動経験の

不足が問題視されている。さらに、昨今のコロナ禍での外出自粛などの影響も受け、子どもの運
動経験不足へのさらなる懸念が生じている。幼少期の運動経験の不足は、基礎的な運動能力の発
達や心肺機能、骨形成にも影響を及ぼす（文部科学省, 2012）。しかし、DCD を持つ子どもの協
調運動能力に対する運動経験不足による影響は明らかになっていない。 また、DCD は自閉スペ
クトラム症や注意欠如多動症など、他の神経発達症特性を高頻度で併存することから（APA, 
2013）、活動への興味の特性や適応状況により、運動経験の内容の偏りや経験頻度の差が生じる
ことも予想される。 
 
２．研究の目的 
本研究では、DCD を持つ子どもの協調運動の問題には、運動経験の乏しさが影響するのか、ま

た運動の種類によって運動経験による影響の受けやすさに違いはあるのかを探るべく、DCD を
持つ子どもの協調運動能力と運動経験の関連を明らかにすることを目的とした。 
 
３．研究の方法 
(1）協調運動能力と質問紙調査による運動経験の関連 
自治体の 5歳児および 3歳児発達健診にて調査を行った。運動経験については、発達スクリー

ニングを経て対面での二次健診に参加した子どもの保護者に対し、質問紙を用いて、子どもが通
う保育園・幼稚園・こども園以外での、指先の細かい動きを伴う活動（微細運動）、全身を使っ
たバランスを必要とする活動（バランス運動）、ボールを投げたりキャッチしたりする活動（ボ
ール運動）の頻度について尋ねた。5歳現在および年少～年中（3-4 歳）それぞれの時点につい
て、運動を行う頻度は、1．ほとんど毎日、2．週に 3-4 日、3．週に 1-2 日、4．まったくしない
の 4件法で回答を求めた。協調運動能力は、Movement Assessment Battery for Children 第 2
版（MABC-2）を用いて、手先の器用さ、バランス、ボールスキル領域に分けられる 8課題につい
て、作業療法士および公認心理師が直接評価を行なった。 
本研究期間内に実施された二次健診へ参加した子どもは合計 211 名であった。解析に使用する

尺度に欠損値が見られた子どもを除外した後に神経発達症診断による群分けを行い、DCD 診断を
受けた子ども 50名を DCD 群とし、DCD、自閉スペクトラム症、注意欠如多動症、知的能力障害の
いずれの診断も受けなかった子ども 99 名を神経発達症診断なし群（NDD なし群）とした。 
 
(2）運動学的指標を用いた微細運動の解析 
質問紙調査より、DCD 児で経験頻度の少なさが指摘された微細運動

について、これまでに解析可能な微細運動課題実施中の動画データ
の得られた子どもを対象に予備的な運動学的解析を行なった。DCD 児
12 名、NDD なし児 18名を抽出し統計解析を行なった。 
対象の課題は、MABC-2 コイン入れ課題とした。MABC-2 の試行方法に

則り両手とも最大 2回実施した。解析は利き手での試行のうち、失敗
等がなくより所要時間の短い試行について行なった。 
対象の子どもの第三中手骨の中央をランドマークとしてシール状

のマーカーを付着させ、課題実施中の手部の運動の様子を、手部の直
上より小型カメラを用いて動画撮影（25fps）した（図 1）。 
得られた動画から、後日 kinovea を用いてランドマークの軌跡を算

出した（図 2）。ランドマークの継時的な軌跡データより Jerk を算出
した。さらに、対象児ごとの所要時間の影響を取
り除くため Normalized jerk score（NJS）に変換
した。Jerk は、単位時間あたりの加速度の変化率
であり、協調運動における滑らかさを表す運動学
的指標として用いられる（Flash and Hogan, 
1985）。先行研究においては、成人を対象に、上肢
でできるだけ早くターゲットにリーチを行う運動
において、NJS が大きいほど運動の滑らかさが乏
しいことが示されている（Yang and Song, 2015）。 

図 1 コイン入れ課題
の動画記録 

図 2 ランドマークの軌跡 
（左：NDD なし児、右：DCD 児） 



４．研究成果 

(1）協調運動能力と質問紙調査による運動経験の関連 
 5 歳および 3-4 歳それぞれの時点についての、微細運動、バランス運動、ボール運動の経験頻
度ごとの回答者の人数と割合を図 3,4 に示す。DCD 群と NDD なし群でのχ2検定とその後の残差
分析の結果、3-4 歳時点での微細運動経験の頻度に有意差が認められ、DCD 群で「まったくしな
い」と回答した人の割合が多いことが示された。その他の運動経験については群間の有意差は認
められなかった。また、いずれの時点においてもボール運動の経験頻度はその他の二つの運動に
比べ少ない傾向が示された。5 歳および 3-4 歳の時点による経験頻度の違いは認められなかっ
た。 
 

 
 

図 3 運動の種類ごとの経験頻度（5 歳）（グラフ上の数値は人数を示す） 
 

 
 

図 4 運動の種類ごとの経験頻度（3-4 歳）（グラフ上の数値は人数を示す） 
 
DCD 群（50名）において、それぞれの時点の微細運動、バランス運動、ボール運動の運動経験頻
度と MABC-2 各領域標準得点との相関分析を行なった結果、いずれの時点においても有意な相関
関係は認められなかった。 
運動経験については、運動の種類の細分化や具体的な運動時間等、運動の質と量のより詳細な

調査、また保育園等での活動内容も含んだより幅広い調査を行う必要がある。さらに DCD に対す
る有効な支援へとつなげるためには、子ども本人が活動を楽しめているか等の参加態度に関し
ても併せて調査を行う必要がある。また、今後は併存する神経発達症特性の影響についても考慮
するために、診断ごとに十分なサンプル数を確保し、診断ごとの群分けや統制を行った上で解析
を行う。 
(2）運動学的指標を用いた微細運動の解析 
NJS を DCD 群と NDD なし群で比較したところ、有意差は認められなかった。しかし、MABC-2 の

コイン入れ課題得点（r = -.617）および微細運動領域得点（r = -.462）と有意な負の相関関係
が認められ（p < .01）、NJS の値が大きいほどコイン入れ課題および微細運動課題の成績が低い
ことが示された。また、バランス領域の片足立ち課題得点（r = -.369）、的あてとキャッチ領域
得点（r = -.317）との相関も有意であり（p < .05）、それらの課題においても NJS の値が大き
いほど成績が低いことが示された。 
今後、動画記録の精度の向上や三次元的解析などによる結果の再現性の確認が必要であるが、

幼児においても、スピードを求められる上肢でのリーチ動作課題における手部の NJS は、微細運
動やその他の協調運動能力と関連し、DCD 児の運動の問題の特徴を示す指標の一つとなり得る可
能性が示唆された。他の動作への適用、運動経験との関連についても検討していく。 

n.s. 

n.s. 

n.s. 

p =.005 

n.s. 

n.s. 
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